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この技術基準は、広陵町宅地開発等指導要綱（令和６年３月２８日施行）に定める開発行

為において、新たに造成され広陵町に帰属される公共施設及び開発区域周辺の広陵町が所

有する既存公共施設について、必要な事項を定めるものとする。 

 

◆ 道路に関する技術基準 

１.道路の幅員 

(1) 開発道路 

①開発区域内の道路幅員は６ｍ以上とする。道路幅員とは有効幅員とし、道路の付属物で

ある保護路肩は含まない。 

②袋路地となる場合は、道路延長に関わらず直径８ｍの円が収まる転回路を確保するこ

ととする。 

(2)既存道路 

①開発区域に隣接している道路幅員等については周辺の土地利用状況等に応じ、道路管

理者と協議を行うこととする。 

 

２.道路の構造 

(1)道路の舗装 

①路面は、アスファルト舗装とする。 

 ②舗装構成は表層５㎝、上層路盤１０㎝、下層路盤１５㎝とする。道路改修や道路拡幅の

場合は原型復旧を基本とする。 

(2)構造 

 ①隣接地と比して、道路計画高が高い場合は道路区域内に道路擁壁を設けること。擁壁に

代わり、側溝を布設する場合は土留めタイプとすること。 

 ②隣接地と比して、道路計画高が１ｍ以上高い場合、もしくは隣接地が転落時の危険が見

込まれる場所の場合は転落防止柵（Ｈ＝1100 以上）を設けること。隣接地と比して、

道路計画高が１ｍ以下の場合は視線誘導標等を設置することとする。 

 ③道路構造物については、｢道路土工－擁壁･カルバート･仮設構造物工指針｣によるプレ

キャスト製品、国土交通省標準タイプを使用するものとし、その他のものを使用する場

合は構造計算を行うこと。 

 ④開発道路が法面により道路構造が成り立っているものは原則認めない。 

 ⑤開発行為に伴い、水溜まりができるおそれのある箇所については、既存擁壁が露出しな

いよう天端３０㎝撤去の上、排水構造物を設けることとする。 

 

３.道路の横断勾配及び縦断勾配 

 道路の横断勾配は原則、両勾配とし、２％とする。道路縦断勾配は８％以下とする。 

 



４.道路の排水施設 

(1)共通事項 

 ①道路の路面排水は、自由勾配側溝、L 型側溝等を設けて流末排水施設に接続すること。 

 ②使用するグレーチングは普通目･Ｔ２５･音鳴り防止とし、１０ｍ毎及び折れ部に設置

すること。 

  車両の横断走行が想定される箇所についてはボルト固定を標準とする。 

 ③流水面の勾配は０．３％以上とする。 

(2)自由勾配側溝 

 ①コンクリート蓋を使用する場合は音鳴り防止を標準とする。 

 ②２０ｍ毎に泥だめを設置し、折れ部及び流末部は泥だめを設けること。 

(3)L型側溝、V型側溝 

 ①L型側溝は乗り入れタイプを使用すること。 

 ②街渠桝は２０ｍ毎に設置し、泥だめを設けること。 

(4)横断側溝 

 ①道路縦断勾配が４％以上もしくは区間延長が４０ｍ以上となる場合は、路面排水処理

のため横断側溝を設けること。 

 ②横断側溝の接続箇所は街渠桝とする。 

(5)道路に埋設する管渠の構造 

①管渠は外圧に対して耐久力のある材料を用い、維持管理上支障のない場所に設置する

こと。 

②管渠は、硬質塩化ビニール管を標準とする。 

③管渠は土被り６００㎜以上とする。 

  ６００㎜を下回る場合は重圧管とする。離隔が確保できない場合は別途協議を行うも

のとする。 

 

５．側溝貯留及び道路区域内の浸透施設の設置について 

(1)側溝貯留における最大水深は側溝の８割水深以下までとする。 

(2)側溝貯留時におけるグレーチングについては４０㎏/枚以上の場合は分割し設置するこ

と。 

(3)必要貯留量を確保するための透水性舗装は、洗掘等により道路施設の維持管理が困難に

なるため認めないものとする。 

 

６.道路の形状及び交差 

(1)道路法線は原則、整形なものとする。 

(2)道路の交差は変形交差並びに多岐交差を避けた道路形状とする。 

(3)隅切りは原則、両隅切りとし、隅切りの斜辺は５ｍ以上とするが、次の項目のいずれか



に該当し、両隅切りの設置が困難な場合は道路管理者との協議の上で、片隅切りを認める

ものとする。 

 ア.隣地に協力が得られない場合 

 イ.土地利用計画上、やむを得ない理由がある場合 

 

◆雨水流出抑制施設に関する基準 

１.雨水流出抑制施設の種類 

 広陵町へ帰属される雨水流出抑制施設は、調整池、地下式貯留、側溝貯留とする。 

 ポンプ設備による排水は認めないものとする。 

 

２.雨水流出抑制施設の構造 

 (1)調整池の基本構造 

  ①雨水調整方式は自然放流方式とし、出水時において人為的操作を必要とするゲート

等は設置しないものとする。 

  ②施設の設置位置は、対象となる開発区域の降雨を、有効に集水させることが可能な場

所、且つ公道に２ｍ以上接し、私道等私有地を介さず管理車両が進入できる場所とす

る。 

  ③施設を構成する構造物はすべて施設用地内で築造するものとし、隣地と兼ねた構造

は認めないものとする。また、施設内に地下水の流入がないように水密な構造とし、

水抜孔を設けてはならないものとする。浮力、外水圧、内水圧等に対して安全な構造

とする。また外周は高さ１．８ｍ以上のフェンスを設け、門扉（内側、観音開き、両

面）を最低１箇所は設けることとする。 

  ④最高水位からたて壁天端までの高さ(余裕高)は３０cm以上とする。 

   最高水位は計画水位からの越流水深より算出するものとする。 

  ⑤調整池には低水時すみやかに排水ができるように、流入部からオリフィスまで導水

溝を設けることとする。また導水溝に向けて池底に排水勾配を設けることとする。 

  ⑥管理上池の底面に昇降できるようタラップ等の昇降設備を設けることとする。 

  ⑦施設内に流入する管等の管底は、調整池の最高水位よりも高い位置になるようにす

ること。 

  ⑧流末部の放流管が放流先水路の計画高水位より低い位置に放流する場合は、フラッ

プゲート等の逆流防止措置を講ずるものとする。 

⑨放流部にはオリフィス孔を設けること。 

 オリフィス孔は導水溝底面と高低差を設けないこととする。 

  ⑩オリフィス孔の口径は、原則として５cm 以上とし、オリフィス孔の閉塞が生じない

ようにするため、深さ１０cm程度の泥だめ、カゴ型スクリーン(腐食耐性を有する金

属)を設けること。 



 

 (2)地下式貯留の構造について 

  ①地下式貯留施設の上部構造は広場の設置構造に基づき設置すること。 

  ②地盤条件及び周囲の地下水位を考慮した上で、沈下、浮き上がりが生じないよう、構

造書を提出すること。 

  ③水密性が確保されていることを示すこと。 

  ④点検口を 2 箇所以上設けること。また点検口は内部で管理者が作業できる大きさと

すること。 

 

◆下水道に関する技術基準 

１.排水施設の構造 

(1)下水用硬質塩化ビニール管を使用し、ゴム輪受口片受直管を標準とする。 

(2)最小本管径は２００㎜とする。 

(3)本管の塩化ビニール管の埋設は、接続する汚水桝の深さが十分確保できるよう布設する

こと。 

(4)掘削幅φ２００＝９０㎝以上とする。 

(5)管下１０～２０㎝・管上１０㎝は砂基礎で埋め戻すこと。 

(6)砂基礎の上は再生ＣＲで埋め戻し、３０㎝毎に転圧すること。 

(7)配水管、給水管、ガス管及び道路側溝との離隔を１．０ｍ以上確保すること。 

(8)構造物及び管路交差部（配水管、給水管、ガス管及び道路側溝）との離隔を３０㎝以上

確保する。 

(9)埋め戻し及び離隔については、取付管も同様とする。 

(10)基礎地盤が軟弱な場合は、改良を行うこと。 

(11)本管の勾配は、５‰を標準とする。 

 

２．マンホールの構造について 

(1)１号人口を標準とし、合流箇所及び起点は人孔を設置すること。 

(2)マンホール間隔は、最大５０ｍとする。 

(3)人孔と管との接合は、可とう継ぎ手を使用する。 

(4)人孔内は管底接合とし、人孔内落差は最小２ｃｍとする。 

(5)落差が６０ｃｍ以上の場合は、内副管を設置する。 

(6)落差が６０ｃｍ以下の場合は、必要に応じてバッフル板等を設置する。 

(7)蓋は、広陵町の町章入りのものを用いる。 

 

 

 



３．取付管について 

 (1)取付管径は１５０ｍｍとする。 

 (2)自在曲管を使用する場合は４５度以内とする。 

 (3)本管との取付は９０度以上を基本とする。 

 (4)人孔取りを標準とし、可とう継ぎ手を使用する。 

 (5)本管取付の場合は、ワンタッチ式メカロック支管（自在受口タイプ）を使用する。 

 

４．汚水桝について 

 (1)下水道用硬質塩化ビニール桝を使用し、標準深さはＨ＝１．３ｍ、最小深さはＨ＝１．

０ｍとする。 

 (2)宅内排水管の勾配を２％、土被りを２０ｃｍ以上確保できるよう設置する。 

 (3)鋳鉄製（広陵町章有）の台座付防護蓋を使用する。 

 (4)口径については、下記のとおりとする。 

Ｈ＝１．５ｍ未満      ：φ２００㎜  

Ｈ＝１．５ｍ以上２．０ｍ未満：φ３００㎜ 

Ｈ＝２．０ｍ以上      ：要協議 

排水量等により変更する場合がある。 

(5)縦断面図及び平面図については、下水道台帳の高さを表示する。 

 

５．排水計画 

(1)設計流速の範囲 

０．６～３．０ｍ／ｓ 

(2)計画汚水量の算定（時間最大） 

住居系 ：５５０㍑／人／日  

   それ以外：要協議 

(3)流下能力の算定 

Ｑ＝Ａ・Ｖで求め、流速はマニング式を用いる。 

(4)流下能力は計画汚水量に対して下記の余裕を見込む。 

φ７００ 未満        ：１００％ 

φ７００ 以上φ１６５０未満 ：５０％以上１００％以下 

φ１６５０以上        ：２５％以上５０％以下 

将来的にさらなる流入の見込みがない排水施設については、この限りでない。 

 

 

 

 



◆公園及び広場、緑地に関する技術基準 

１.公園及び広場の計画 

(1)原則として、幅員４ｍ以上の道路に面し、管理用車両が出入りできることとする。 

(2)設置位置については、安全性･利便性を考慮し選定すること。 

(3)原則として広場施設以外による地上及び地下の占用がないこと。 

 (消防貯水施設等の管理者が承認した施設は除く。) 

 

２.公園及び広場の形状 

(1)広場の形状は、有効利用を図るため、長方形･正方形の整形なものとし、平坦地とするこ

と。 

(2)２ｍ以上の出入り口を１箇所以上は設けること。 

 

３.公園及び広場の構造 

(1)外周部は出入り口以外は高さ８０㎝のフェンスを設置し、隣接地と高低差が 1ｍ以上の

場合は 1.1ｍのフェンスを設置すること。 

(2)出入り口には車止め(着脱可能式)を設けること。 

(3)原則、防草対策を講じること。 

(4)遊具及び休養施設を設置する場合は、別途協議とする。 

 

 


